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MTワ ー ル ド'92

1992年3月18日 ㈱ 一19日㈱

     テ ピア会館
        (外苑前)

  主催
日本機械翻訳協会

  後援
通商産業省(予定)

展示 ・デモ ンス トレー シ ョン

最 新の機械翻 訳システムおよびその周辺機 器の

  展 示・デモンストレーションを実施。

   ワー クシ ョップ

展 示会・デモンストレーション会場に禺展 されている

   各機 械翻訳システムについて、

各社の技術 担当者が 開発思想、翻 訳得意分4F,

 効 果的な使い方などを分 かりやすく解説。

      シンポジウム
現在の機械翻訳システムの抱える問題点、効果的活用法、

   機械翻訳の将来展望などについての
 システム開発側とユーザー側との率直な意見交換。

         ・

        懇親会
         ・

        参加料
シンポジウム(会 員)10,000円(非 会員)20,000円

    懇親会(一 律)10,000fTI

        ・

    日本機械翻訳協会
〒1(〕7東 京都港区赤坂7-2-17赤 坂 中央マンション305

  TEL:03-3479-4396 FAX:03-3479-4895

     運営事務局
〒107東 京都港区 赤坂8-5-32赤 坂山勝ビル2F

     ㈱ インターグループ内

  TEL:03-3479-8190 FAX:03-3479-'1475

     【2月ll日よりド記住所】

    〒107東 京都港区赤坂7-5.17

  TF.L:03-5570-6176 FAX:O&55706150
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年頭所感

 明 け ま して お めで と うご ざ い ます 。 日本 機 械 翻 訳

協 会(JAMT)が 昨年4月 に発 足 して初 め て の新 年 を

迎 え ま した 。 昨年 は発 足 に と もな い、 組 織 の整 備 、

事 務 局 の充 実 、 ニ ュ ース レタ ー の発 刊 等 、 早急 に行

うべ き こ と を 中 心 と して 活 動 して ま い りま した 。

ニ ュ ー ス レ ター は 隔 月 刊 行 が レー ル に乗 る よ う にな

り、機 械 翻訳 シス テ ム評価 研 究 会 も活 動 を 開始 し、

近 く制 限 言 語 の委 員 会 そ の他 が ス タ ー トす る 予定 で

あ り ます。 さ ら に企 画広 報委 員 会 で は本 年3月18、

19日 の2日 間 にわ た っ て 「MTワ ー ル ド '92」 と名

づ け た シ ンポ ジ ウ ム と展 示 デ モ ンス トレ ーシ ョ ンの

会 を計 画 して お ります 。 こ の よ うな種 々 の活 動 を含

み 、協 会 の全 体 の 運 営 に つ き ま して は 運営 委 員 会 を

毎 月 第2金 曜 日 に 開 催 し審 議 を 重 ね て 来 て お り ま

す 。

 日本機 械 翻訳 協 会 は発 足 して ま だ1年 た らず で あ

り、全 て の こ とを無 か ら作 り出 して ゆ か ね ば な らな

い た め 、 ま だ ま だ会 員 の皆 様 方 の ご満 足 を得 る活 動

内容 とな っ てお りませ ん が 、 関係 者 一 同 最 大 限 の努

力 を して お ります の で 、 そ の う ち に充 実 した 企 画 、

内容 を皆様 方 にお と ど けで き る もの と存 じます 。

 さて、 こ こでJAMTの 本 年 の 課 題 を い くつ か述 べ

てみ た い と存 じま す。 まず 国 際 的 な 面 で の 第 一 の課

題 は ア ジ ア地 域 機 械 翻 訳 協 会 を作 る こ とで あ りま

す 。 昨 年7月 に機 械 翻 訳 国際 連盟(IAMT)が 結 成 さ

れ 、 南北 ア メ リカ地 域機 械 翻 訳 協 会(AMTA)と ヨー

ロ ッパ 地 域 機 械翻 訳 協 会(EAMT)も 同時 に作 られ 、

これ ら2つ の協 会 とJAMTと でIAMTを 構 成 した わ け

で あ ります。AMTA(Association for MT in Americas)

に は米 国 、 カ ナ ダ 、 メ キ シ コ、 そ の 他 南 米 諸 国 の人

達 が参 加 しEAMT(European Association for MT)は 広

くヨ ー ロ ッパ 諸 国 を覆 っ て お ります 。 したが い ま し

てIAMTを 結 成 した時 、 AMTA、 EAMTは 勿論 、 ア ジ

ア諸 国 の 方 々 か らJAMTを で き る だ け 早 くAAMT

(Asian Association for MT)に 拡大 す る こ とが期 待 さ

れ てお り ま した。 そ こで 昨 年 夏 以 降 、 中 国(台 湾 を

含 む)、 シ ンガ ポ ー ル 、 マ レー シ ァ、 タ イ、 イ ン ド

ネ シ ァ等 の関係 者 と もAAMTの 構 想 に つ い て謡 し合

い を して まい り、 ほ ぼ そ の枠 組 み を 固 め る こ とが で

き る と こ ろ まで ま い り ま し た。 本 年 の 早 い時 期 に

AAMTを 正 式 に発 足 させ 、 アジ ァ諸 国 との交 流 を深

め て行 きた い と存 じて お ります 。

  国 際 的 な 面 で の第2の 課 題 は第4回 機 械 翻 訳 サ

ミッ ト(MT Summit N)を 】AMTの 名 の もとにJAMT

が責 任 を もっ て1993年 に 日本 で 開催 しな け れ ば な ら

な い とい うこ とで あ ります 。 既 に ご存 じの 通 り、MT

Summit Iを1989年 に箱 根 で行 い ま した 。 これ は、研

究 者 、 メ ー カ ー 、 ユ ーザ ー お よ び 政 府 関 係 者 を集

め 、機 械 翻 訳 シス テ ム の研 究 開発 、 製 品化 、 普 及 の

あ り方 等 に お け る諸 問題 を 論 じ将 来 の方 向 を 考 えた

会 議 で あ り、 大 変 な成 功 を お さめ ま した 。 そ の結 果

MT Summit IIが1989年 ミ ュ ンヘ ンで行 われ 、 MT

Summit lllが1991年7月 に ワ シ ン トンで 開催 され ま し

た。 この 第3回 のMT SummitでIAMTが 結 成 され 、

これ 以後 のMT SummitはIAMTの 会議 と し、 JAMT

(AAMT)、EAMT、 AMTAが 順 次 日本(ア ジ ア)、

ヨー ロ ッパ 、 ア メ リ カで2年 ご と に 開催 して ゆ こ う

とい う こ とに なっ た わ け であ ります。 現 在 、JAMTの

企 画 広 報 委 員 会 で そ の準 備 の検 討 が行 わ れ てお り、

1993年8月 初 め に神 戸 で 開催 しよ う と い う案 の とこ

ろ ま で来 て お り ます 。 この 会 議 は 回 を 重 ね る に した

が っ てユ ーザ ー、 特 に翻 訳 者 のMTシ ス テ ム利 用 とい

う観 点 が 重 視 さ れ る よ う に な っ て 来 て お りま す の

で 、MTシ ス テ ムが 最 も普 及 して い る 日本 に お け る

1993年 の 会 議 は そ の 面 で も意欲 的 で 興 味 の あ る もの

とな る で し ょ う。

 国 内 的 な面 で の課 題 は い くつ もあ り ます 。 ま ず何

とい い ま して も会 員 の 皆様 に とっ て魅 力 の あ る活 動

内容 を提 供 す る こ とが 必 要 で 、 そ の 中 心 は 「JAM

Tジ ャー ナ ル 」 で あ ります 。 これ を 更 に充 実 した も

の とす る べ く種 々 の検 討 が な され て お ります が 、 会

員 の皆 様 か ら も積 極 的 な ニ ュ ー ス の 提供 、 意 見 の発

表 な どを して い た だ き た く、 協 会 事 務 局 へ お 送 りい

た だ く よ うお待 ち して お ります 。

 第2に は本 年3月18、19日 に開催 い た し ます シ ン

ポ ジ ウム ・展 示 な ど の活 動 の ほ か に も、 機 械 翻 訳 シ

ス テ ム の 講 習 会 や 講 演 会 な どを企 画 してゆ く必 要 が

あ る もの と思 っ て お ります 。 第3にMTシ ス テ ム評価

研 究 会 の ほか に制 限 言 語(SGMLな どの テ キ ス ト形

式 な どの 諸 問 題 を含 む)専 門用 語 の 相 互 交 換 や デ ー
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タベース化 など、種々の問題についてノウハ ゥを体

系化 し普及 してゆくための委員会活動が期待 されま

す。更 に将来は協会の事務局をさらに充実させ、機

械翻訳 システムの各種製品に関するデータベースを

持つなどして、一般社会からの質問に対 して適切な

返答をした り、ア ドバイスを提供できるようになれ

ばすばらしいことと思っております。これは遠い将

来のことになると思われますが。

 以上述べました全ての課題について、その基礎 と

なる学問 ・研究の支えがなければ、その将来の発展

が望めないことは言うまで もありません。機械翻訳

システムは一種の総合システムであり、これには機

械翻訳 の技術だけでなく、言語理論、言語理解、認

知科学、辞書学、大規模知識ベース、テキス ト処

理、エディター、入出力装置など非常に広い分野の

学問が係 わって来るわけであ ります。JAMTの 設

立 と呼応 して研究者の間で、自然言語処理に関する

学会を設立 しようという機運が盛 り上がって来てお

ります。このような学会の設立は機械翻訳の発展の

基礎 となるものであり、その設立を歓迎するととも

に、これと積極的に関係 を持ち、 また種々の協力を

してゆくことが必要であると存 じます。

 以上、本協会の昨年の活動 と本年の課題のいくつ

かについて述べ させていただきました。 このような

努力によって協会を魅力あるものとし、会員数を飛

躍的に増大 させるということが、実は本年の最大の

課題ということができるでしょう。

 会員の皆様の一層のご協力をお願い致 しますとと

もに、本年が皆様方にとってより良い年であ ります

ようお祈 り申し上げます。

  1992年 元旦

       (日本機械翻訳協会会長 長尾 真)

Japan Association for Machine Translation(JAMT)

  日本機械翻訳協会

 事業内容

 本協会は、以下の事業 を行います。
・研究会、後援会、討論会、講習会、見学会、などの開催
・ニュース レター、その他 の定期、不定期刊行物の発行
・機械翻訳 システム利用者の教育 ・訓練コースの開設

・機械翻訳システム利用技術 に関する技能試験の実施
、資格の授与

・機械翻訳システムに関する規格及び基準の制定
、特に機械翻訳システム評価法 ・機械翻訳に

適 した文章表現法に関する勧告の作成

・機械翻訳システム導入及び仕様 に関するガイ ドラインの作成

・技術の調査、文献の収集 と交換
・学術的調査 ・研究の推進

・国内外の関連学会、諸団体の協力活動
・その他、本会の目的を達成するための諸活動
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匡 コ
第一回 「機械 翻訳 ビジネス は儲 かるか」

ご出席:柏 原武利氏(株 式会社スバルインターナショナル 代表取締役)

   鎌田紳二氏(株 式会社富士通 ドキュメン トサービス 機械翻訳センター課長)

   富永勲氏(特 殊法人日本科学技術情報センター 主任情報員)

 司会:鳴 海武史(ニ ューズレター編集委員 株式会社十印 言語研究所)    (以下敬称略)

                 畢・麟 跣 ・

柏原武利 鎌田紳二 富永勲 鳴海武史

司会:本 日はお忙 しい ところ、お集 ま りいただ きま して有難 うございます。は じめに会社 の概要 を

   述べていただき、 それか ら本 日のテーマに沿 ったお話 をお聞かせ願 えれば と思い ます。 まず

   は、鎌 田 さんか らお願 い します。

鎌田:私 どもは富士通100%出 資の子会社 で従業員が約140名 、昨年度 の売 上げが26億 円 です。主な

   業務 は翻訳、 マニ ュアル執筆(テ クニ カルライテ ィング)、 それ と編集(版 下 ・レイア ウ

   ト)で す。我 々は機械翻訳 セ ンター課 に属 してお り、翻訳部の 中の一 つの課 です。機械翻

   訳関係 の昨 年度売 上は、1億 円に達 しない程 度で した。機械翻訳 については数年前、富 士通

   がATLASと い う機械 翻訳 システ ムをは じめて世に出 した時、 その辞書 の作成 を富士 通 よ り

   委託 されてい ました。 かな り積極 的に事業部 か ら請 け負 う形 でやって きま した。 しか しプ

   ログラム会社ではないので、 ソフ トウェアには手 を出 さずに、辞書作 りを英語 の専門家 と日

   本語 の専 門家 を派遣 する形 でや っていま した。大型 コン ピュー タMシ リーズの端末 を会社 に

   ひいて、川崎工場 の大型汎用 コンピュー タと接続 して使 ってお りま した。 ここに きて大型 コ

   ンピュータのプロジェク トは、ほぼ終わっています。今、世の中は ダウンサイジ ングとい っ

   て、 ワークステー ションとかパ ソコンとかの小 さなコンピュータに移 りつつあ りま して、そ

   の流 れに乗 ってATLASそ の もの もワークステー ションに2年 前 にの りました。そ れで、その

   プロジ ェク トでは、我々 はお客 さんに売 る時に、 どうい う風 に使 えば よいか とい うことを、

   富 士通か ら請け負 って導入 コンサルテー ションもしてお ります。今 もそれはつづ いてお りま

   す。 昨年 か ら 「ニ フティサー ブ」 と 「アスキーネ ッ ト」 とい うパ ソコン通信 を利用 して、 こ

   の中に機械翻訳メニ ューをのせて、お客様 か ら依頼 があ った文章 を直ちに機械 で翻訳 して返

   す とい うサー ビス を行 ってい ます。 これは、やっ と一年経 ったんですけ ど、ス ター トしてす

   ぐに収益 がでてビジネス と・して大成功で した。今 もどん どん需要がのびてい ます。 これ は し

   ばら くいけるだろ うと思 います。ただ、 こうい うビジネスは経営資源 と してソフ トウェアを

   持 っている ことが必 要です。今 回、儲 かるか どうか とい うテーマ に沿 うと 「かな り儲 か る

   よ」 と言えます。 ただ、機械 翻訳 システムの開発 は数十億 かかる と言われ てますか ら、 これ

   がで きるところは数が限 られ ることにな ります。 これ以外 に、機械翻訳 を使 って儲 ける仕事

3
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   も してい ます。新 聞のデー タベー スの翻訳 をあ る会社 か ら請 け負 って毎 日毎 日やってい ま

   す。土,日 は休 みですが。朝受 けて夕方には返すので、機械翻訳な しではこの ビジネスは無

   理です。 なぜか とい うと、普通の文章だ と機械翻訳はほ とん ど使 い ものにな らない(*プ ロ

   の翻訳者 は原文 をみた とたん に英語 を生成 で きる)の ですが、新 聞のデータペースにな りま

   す と社名の正式英文名称 などが必要 にな ります。数千社 の正式名称 を翻訳者が全部間違いな

   く覚 えるの は無 理です。機械 でない とで きないこ としか、機械 にや らせ ていません。 日本 に

  会社 が数千数百あ ります し、世界 中でも会社が あ ります。ペ ンツといったって、ペ ンツの正

  式英文名称 は何 なんだ ということにな ります。 そうい うところは全 部正 しく翻訳で きる し、

   その時 で きなかった ら、お金 をかけて調べて、一回入 れて しまえば、後 々使 え ますか ら。そ

   うい う使い方で、 ある会社 か らデータベースを請け負 ってい るのです。 あ とは富士通の社 内

   ユースです けど、 それ も我々が絡 まない といけません。今の機械 翻訳 システムはズブの素人

   が使 うと、 とんで もないことになって しまうんです。辞書登 録の問題一つ とっても、使いな

   れずに勝手 に登 録す る と、 とんで もないこ とになって しまいます。例 えば、Aとい う大文 字

   の アル ファベ ッ トに どこか の 「アメ リカ云 々」 とい う社 名 を登 録 します と、ABCと きた

   ら、 アメ リカ云々BCと 翻訳が出て しまいます。 です から今、機械翻訳 はそ うい う意味で、

   まだ まだ、使い慣 れて、問題 を知 らない と、全部駄 目になるこ とがあ ります。機械翻訳 シス

   テムは まだまだ使 い勝手が悪い し、ユーザイ ンタフェースが問題だ と言 う人 もい ますが、 シ

   ステムその もの も問題 なんです。様 々な問題 を抱 えてい ます。 ですか ら非常 にナイーブな使

   いに くいシステム を今後 は どうにか して、 うま く使 い こなす こ とが我 々の課題 となって きま

   す。恐 ら くそ ういう問題 をク リア した らもっ と機械 翻訳の売上 げが伸 びる と思 い ます。

司会:今 のお話 をうかが っている と、 どち らか とい うと日英翻訳 が多 い とい うことですか?新 聞

   デー タベー ス も。

鎌 田:そ うい う使 い方 はほ とん ど日英です。ニフティサー ブだけが 日英/英 日は1対1.5の 売上

   げになってい ます。 これ は一般 のお客 さんに機械翻訳 シス テムを裸 で使 って もらっ てい ま

   す。それ以外 の、翻訳者 が絡 む ものはほ とん ど、今 の ところは 日英になって しまい ます。

柏原:ニ フテ ィーサー ブでは不特定多数の人の ドキュメ ン トを対 象 と しているようですが、膨大 な

   辞書が で きる と思 い ますが、 ニ フテ ィでの辞 書登録 は どうな ってい るのですか?

鎌 田:は ニ フテ ィではすべてお客様の責任 でや って もらっています。法律上(有 線通信法)で お客

   さんの文 書等 は一切見 てはいけない ことになっています。電話 の盗聴 と同 じことです。文字

   化 け してい るな どとクレームや問い合 わせ などが きては じめて何が起 きているかわか るわけ

   です。それか ら辞書 に関 しては、名詞 レベ ルですがユ ーザ預 か り辞書 とい う形 でお客 さんに

   辞書登録 をして もらい、 うちのシステムに登録 しておいてキー プす るサー ビスも始め ます。

   そ うな ります と今、抱 えている通信 の問題 は全 て一応 は解決 とい うことにな りますが、究極

   的 にはやは り品質 の問題 とい うことにな ります。

柏原:そ の場合、各方面 にコン トリビュータをた くさん作 ることにな りますが、その辞書 は、当然

   お客様 の物 だ と思 い ますが、富 士通 ドキ ュメン トサ ー ビス さんが預 か り責任 を持つ んです

   ね?

鎌 田:そ うです。お客 さんの資産 なので勝手 にお客 さんの許可 な くコピー した りで きません。

柏原:将 来の あるべ き辞書 デー タベース化 の一つの大 きな方向性 を富士通 ドキュメン トサー ビス さ

   んは模索 されてい ると思 いますね。
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司会:そ れ では、情報 センターの富永 さんに業務概要の説 明をお願 い します。特 にMu計 画 と現在

   の連続性 について もお話 下 されば と思 います。

富永:私 どもは科学技術庁傘 下の特殊法人で、32年 に開設 され ました。情報処理 の中枢機 関 とい う

  位置付 けで従 来 は主 として海外 の情報 を国内 に提供 してい ました。84,85年 頃 アメ リカ等 か

   ら海外 の情報 ばか り取 り入 れないで、 日本 国内の情報を提 供 して くれ とい う要望があ り、 い

   わゆる情 断(情 報断絶)と いうやつで、 これ以上、海外 の情報だけ持 ってい って国内の情報

   を出 して くれなければ海外の情報 も入れ させ ないと強 く言 われ ま した。 そ ういうことで何 と

   か日本 の情報 を海外 に提供 しなければな らない とい うことになった訳 です。 ただ、 山ほ どあ

   る情報 を一体 どうやって提供す るのか とい う点 から考 える と、簡単 に言 えば全 部翻訳 して出

   せ ばいい とい うことにな りますが、それでは人手や予算 の問題で駄 目だ ということにな りま

   す。そ こで科学技術 庁が中心 となって開発 に着手 したのが、例 のMu計 画 です。 Muシ ステム

   とい うの は科学技術庁 の中では、 オフ ィシャルな名前 ではな くて、 いつの間にか、Muと い

   う名前があって、今はMu2だ と色 々な所 で書 かれています けれ ども、私 どもは科学技術庁 を

  含め てMuと い う言葉 は使 ってい ませ んが、 ここでは便宜 上、 Muと してお きます。経過 とし

   ては82年 ～86年(5年 間)に 、長尾先生 を中心 としてMuシ ステム(Mu1)の 開発 が されて、

   そ こで、 まあ、 プロ トタイブがで きあが ったわけです。 その後 、それを どう実践の場 に移 し

   てい くか とい う段階で情報 セ ンターがMu 1を ペースに してさらに実用化 という目的で開発 す

   るとい うことにな りま した。それか ら87年 ～90年 春(4年 間)に かな りのお金 をかけて実用

   システムなるものの第一歩が出来 上が った という次第 です。昭和32年 ぐらいか ら作 り続 けて

   いる科学技術速 報誌(文 献速報誌)の うち、国内 で発表 された論文 だけ を対象 と しま して

   1984年 くらいか ら、少 しずつ英文 デー タベー ス化 してい ま した。JOISオ ンラインシス テム

   (海外 につながっ てい る)で 、細 々 と情報 を海外 に提供 してい ま した。 しか し手翻 訳中心

   だったので、本 当に少 しの デー タしか提供 で きませんで した。お話 にな らない程度 の情報量

   だったので、冒頭 述べたような海外の非難が あったわけです。 これでは しょうがないので、

  機械 翻訳 システムが何 とか使 えるとい うこ とで、90年8月 か ら手翻訳 をな くして しまい ま し

   た。年間220万 タイ トルの論文抄録 を英文 データベース と して提供 しているわけですが、そ

   れの40%強 を機械翻訳 にかけています。残 るところは、最近 日本語論文 を書 く時は きちん と

  英文抄録 や英文 タイ トルをつけな さい とい う指導が なされているので、58,9%ぐ らいは少 な

   くとも英語が著者 に よって書かれている という状況 です。辞書 の話 を します と、開発費の半

  分 ぐらいは辞書に当てま した。現在は54万 語の辞書 を もっています。特 に官公庁関係 の資料

   を扱 うこ とが多 いため官公庁 の部局 まで含めた英語名称が重要 にな り、多 くの機関名が辞書

   にはいってい ます。勿論民間会社 も非常 に重要 です。約91,㎜ タイ トルの抄録 の英文化 を、

  前 ・後編 集付 きで月に7,600タ イ トルのペ ースで行 なってい ます。 それを前 ・後編 集 を しな

  が らやってい くわけですが、8人 の校 閲者(ネ ーティブ2人)が 最終の フィル ター として控え

   ています。前 ・後編集は翻訳会社 さんへ(5社)お 願い しています。5社 に対 してはそれぞれ

  の専 門分野の ところへ振 り分 けて行 なってい ます。一番 最後の後編集段 階で残 る専門用 語の

  英訳の不備 は専 門家が一番最後 に控 えてい ますか ら、 ここで修正 します。会社名 に関 して も

  全部 フォローす ることになってい ます ので、そ こか らどん どん言葉が抽 出 されます。科 学技

  術文献の抄録 とい う特性 か ら、膨 大な情 報を300字 程度 に納め ようとコンパ ク トに しますの

  で、 ひどいのになると40～50字 全 部漢字が並 ぶ ようなこともあ り、従 って前編集は とても苦
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   労 します。そ うい うもの を機械翻訳 にかける と、 ツルツル切れ る所 で切 って しまって、いか

   に も英語 ですみたいな形で出て くるので、 ツルツル英語 と言 ってい ますが、それでは役 に立

   ち ませ ん。従 って、 そうい うものを全 部前編集の形で補 いなが ら、 また、長い漢字列がでて

   きて も対応 で きる ような形で辞書作 りをやって きました。その結果、医学 を含めて現在54万

   語 まで きま した。手翻訳は90年8月 でやめた と言 いま したが、 その前 は手翻訳 と機械翻 訳 を

   併用 した試験期 間が約半年～1年 弱 あ りま した。今 日のテーマ に沿 った話 を します と、何 が

   儲 かるか とい う点 では、私 どもは一般 の翻訳業務 もやってい ますが、 それ には まだ機械 翻訳

   は使 ってい ませ ん。今、申 したデータベース作 りだけなんですけれ ど、人手翻訳 に比べて翻

   訳発注費用が3割 程度 ダ ウンで きま した。それは私 どもか ら見 た ら儲 かった とい う話にな り

   ます。それ とともに計算機使用時間が減 りま した。機械翻訳 をやるから、人手翻訳の時代 と

   比べ て、前 ・後編集 などもあ るの でもっ と トー タルタイムは増 えるだろ うと言われ てました

   が、計算機 の作業 は下がっています。一件 あた り30分 くらいの ものが25分 ですんでい ます。

   それか らサー ビスタイムや ター ンアラン ドタイム も小 さ くな りました。工夫 すれば もっと小

   さ くなると思 います。現在 は大型 コンピュー タの上 に登載 して、 自社 内のデー タベースだけ

   をや ってい ますが、将来は一般 の論文 も受 け付けて、素翻訳や後編集付 きの翻訳サー ビス も

   したい と思 っています。 あ るいは今 は完全 なバ ッチ処理 でや ってい ますが、 日本語抄録 を

   作 ってい る段 階でTSSで 翻訳 がで きた りとか、全 国ネ ッ トワークを張 って、 一般論文の翻訳

   の お手伝 いす るとい うことを、近い将来に実現 す る方 向で計画中です。

司会:ど うもあ りが とうござい ました。それでは柏原 さんにお願 い します。会社の概 要 とか、機械

   翻訳 を導入 したキ ッカケとか、現在 どうい う利用 の しかたを しているのかとか含め た形でお

   話 していただけければ と思い ます。

柏原:私 どもは従来 は手翻訳専業 で して、昭和52年 か らス ター トしまして、法 人にな りましたの

   が、昭和60年 です。今の ように、本格的に機械翻訳 に取 り組む ようになったのは、正確 には

   昭和63年 なんです。 ただ、60年 の法人設立の目的には機械翻訳 をべ一スに した業務展 開 を将

   来、必ず担いたい というプランがあった ものですか ら、 その前提 として法人 を設立 した とい

   うことが ご ざいま した。機械 翻訳導入の キ ッカケについては、後 ほ ど申 し上げ ます。現在

   は、機械翻訳 と翻訳 の後処理 と してDTPに よる版 下作成、 またい くつかの電 子編集 システ ム

   を使 って、EPと いいます か、新 聞、雑誌 を発行 で きる ところ までの陣容 を整 えつつあ りま

   す。 それか らこれ も機械翻訳の後処理 を追求す る中で、で てきたのですが、DTPの ス タッフ

   の中で、マ ッキ ン トッシュの特性 を生か した、 グラフィックアブリケーシ ョンの開発 とか も

   始 めています。 これは最近でい う、バーチ ァルリアリテ ィという言葉 を使 わせていただい て

   い ますが、実は これ も機械 翻訳 とい うペースが あって技術情報 を得 てで きた ものです。現在

   は大 きく分 けて機械翻訳、DTP、 機械 翻訳 ではで きない、従来の手翻訳 を行 なっています。

   比率 としては、現在 は、機械翻訳 と機械 翻訳に全 く関 わ らない翻訳 が半々 ぐらいですが、2

   年以 内には機械翻訳の比率 を8割 まで高め たいと考 えてい ます。 それは、手翻訳の仕事 を減

   らす とい うよ りも、機械翻訳の処理 を増や して、相対 的に比率 を高めたいとい うこ とです。

   この他 に通訳 とかイベ ン トに関 わる業務 も行 なっています。売上 げは4億 円弱位 です。それ

   で機械 翻訳 を導入 したキ ッカケ は翻訳業者 としてや って きて、一番泣か されて きた とい う

   か、 これ はいずれ も同 じか も知れ ませんが、 やは り翻訳 のクオリティその もの、それを支 え

   る翻訳者の不足、 マネージメン トが非常 に難 しいとい うことです。で、一度 いい翻訳結果 を
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出 します と、お客 さんは当然次 も同 じことを期待 して発注 され ますが、同 じ品質 の もの を常

に提供 し続 けることは至難の技でござい ます。 とりわけ私 も翻訳者 のは しくれ として一番 残

念 に思い、かつ疑問に思 って きたのは、データを共有するとか、蓄積 したノウハ ウを分 かち

合 うとか、それ を組 み立てて新 たな もの を生 み出す とい う感覚 をもった翻訳者 は本 当に稀 だ

とい うことです。全 くスタン ドアローンで仕事 を してい ます。ですか らその人 に何 かがあれ

ばそれまで蓄積 された ノウハ ウは消 えて しまいます し、その時点でお客 さんの信頼 も失 うと

い うことにな ります。なかには例外的 な人 もい ますが、大体、一定 レベルに達 した人は蓄積

した資産で食 っていこうとす る人が多 いのです。 とい うことは、技術 革新 が どん どん進んで

い くと、対応 で きな くなるとい うことにな ります。現実 に、 コンピュー タのマニュアルな ど

は新 しいバージ ョンの ソフ トウェアがで きてい るのに、前のバ ージ ョンの翻訳 がまだ終わっ

ていないこ とが珍 しくないのです。 こうい うことに翻訳者はほ とん ど危機感 を もっていない

どころか、 いかに自分 たちの存在が有難 いかわか るだろ うとい う対応 しか しませんの で、実

際の ところは改善 を求める とい っても難 しい ところです。 お客 さんの利益 を どう勝 ち とっ

て、いかに自分 たちの事業 を展 開 してい くか とい う点 では、それは全 てのス タッフの利益 に

かかわっていることなんですが、 それが根底 から崩 れ さ ります。 まだ翻訳業界 その もののス

テー タスが非常に低 い とい うことに、色 々な場面でぶつか ります。 だいたい金 融業界 では、

我々は産業分類 にはいってい なかったですね。最近や っとサー ビス業 の中にで るようにな り

ま したが。何 か売 れ ない文 学作 品 を書い ている作家 と同様 で本 当 に水商売 と言われ てま し

た。今の翻訳者の質 をいか に高め、維持 す るか とい う問題が一つ。それ と同時 に海外 での 日

本の技術 に対す る情報 の公開 とか、 日本 は非常 にクローズされた世界 だ と言 われてい るんで

すが、 これは翻訳の問題が ネ ックとなっているだけなんですね。私 も、JETROと か通産省 の

お仕 事 をずっ とさせて もらってそ ういう場面 にた くさんぶつ か りま した。 これはもうお話 し

て もさ しつかえない と思 いますが、JETROで 昭和61～63年 にかけて、技術 的なバ ックグラウ

ン ドを持 った企業の海外 での進出先 ア ンケー トをや った ことが あるんです。正式 には 『海外

向け技術 進出アンケー ト調査』 とい うことで、 ア ッ トランダムに選んだ 日本 の技術系企業 か

らアンケー トを とって、 どういうプロダクツを持 って、 どこの国 に進出 したいか、 どうい う

目的 で海外 に進出 したいのか、 とい う目的 の調査 で した。 これはマ シー ンが、N5200と い う

のを使 うことが条件 で、他 の業者 さんは全 て降 りて、 うちだけが残 ったんですが、一つの画

面 の中にその会社の プロフィール を掲載 し、当然 その進出先、例 えばベルギー とか オランダ

に進 出 したいのは どの企業 か、 とかのアウ トプッ トも可能なので、技術提携 とか、海外 での

工場進出 とか目的別区分 け もで きるということで、非常 に好評 だったようですね。 アメリカ

に進 出 したい企業が一番多 いのですが、 アメリカ以外の国か らも、 このデー タは貴重 だと非

常に喜 ばれた ようです。 ところが喜ばれたことが新 たな問題 を作 って しまったんです。つ ま

り、 フ ォローア ップの体 制がで きていなか った し、予算 もそれ しか あ りませんので、当然、

海外 か らもっとディーテールを知 りたい とか、 この会社 とコンタク トとを取 りたい とか言わ

れ ても、そ こまで面倒 を見 る体制 がなか ったの で、 イギ リスか ら 「日本 の体制 はけ しか ら

ん」 と正式 なクレームがついた り、 トラブルがあって 「フォローが で きないのな らや めるべ

きだ」 との上の判断 で、2年 間でその プ ロジ ェク トは終 わ って しま った んですね。 ただ、

N5200か らPC98に お として ということだけは され ましたので、海 外での利用 とい う点 では多

少はつなが ったんではないか と思 いま した。 これはフローア ップとかユ ーザ インター フェー
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ス の問題 ですが、私 はマ ッキ ン トッシュとかIBMと か、海外 のユーザが使 いやすいマシー ン

でのデータ提供 をすべ きだと思 っていま した。 その時い くつ かの海外 の企業 とか政府の方々

とのや りとりを通 じて、いか に日本の技術情報 に対 す るニーズが高いのかを痛感 しま して、

それでこのJETROさ ん での仕事が私 に とって、機械翻訳 に踏み切 らせ る最終的 な決断 になっ

た訳 です。 その前 に、実 は、 もうひ とつあ りま して、私 どもはあるコンピュー タメーカーさ

んのマニ ュアル翻訳 をず っ とや ってお りまして、4年 程前 に合併 された会社 なんですが、そ

この方 々 と日本 の新 聞の記事情報 を翻訳 して、 それ をその社のマ シー ンで、つ ま りパ ソコン

を持 ってい るお客様 にネ ッ トワー クで提供す る(新 聞発売 と同時 に)と い う話 があ りま し

た。 まあ、元々私 も一部提 案 してお りましたが、 ジョイ ン トでやろ うとい うことになったわ

けです。 日本 の新 聞記事 を翻訳 して出す とい うのは量 としては多 い と思 うんです よ。 で、 し

か もあれほ ど面倒 な事 もないのです よ。固有名詞 とか色 々な問題 があ ります。新聞 とい うの

は限 られ た時間で書 いてい ま しす し、翻訳 しやすい文 章はほ とん どあ りません。翻訳 され る

記事 とい うのは、い くつ かの所 で必要 とされるケースが多い ですね。 コンピュータ とか、通

信 とか、半導体 とかはそ うです。い くつかの分野 に限定 して、ヘ ッ ドラインだけではだめで

しょうが、少 な くともアブス トラク トには必ずお客がい ると思い まして、当時、資本金180

万 で法人成 りしたばか りで したが、500万 円掛 けま した。 うち としては死ぬ ような金 を掛け

ま した。 日本 の外資系企 業 と海外 の お客様 を相手 に1ヵ 月 ため してみま した。非常 に好 評

だったんですが、ネ ックはや は り翻訳 で した。翻訳者 も最初 は元気 のいい者 だけ選 んだんで

す。 朝9時 に出社 した時はその時、手 にする記事の アブス トラク トが ファックスで入 ってい

ることに しようと したんです。 ところが、第一版が出 たとき、記事 をピックアップ して始め

たんですが、10日 ぐらい した らだんだん息 ぎれが して しまったんです。考 えた以上に翻訳の

コス トがかか ったんです。 それに、 ジ ョイン ト先 の事情 もあって、1ヵ 月で切 れて しまいま

した。ただその時、本格 的にそ うい う事 をや るところがあっていいん じゃないかと思 い まし

た。 日本 にある外資系企業 のマ ネージャーの任務 の一つは 日本 にお ける情報収集です。本国

にタイム リーに最 も肝心 な情報 を送 ることです。そ うい うことによってその人の能力 が問 わ

れ るわけです。そ うい う方 々に対 す るサー ビスだけで も大変 なニーズがあ るなと思 っていま

す。 ただ人手の翻訳者 を前提 とす る限 り、 これは絶対 にで きない話 だと思 っています。 その

後 のJETROさ んの件 とかがあって、 とにか く機械翻訳 を利用 しない限 り 、いずれは廃業 に

追い込 まれ るだろうと思 いま した。その時点では、既 にブラビスさんのマイクロパ ックな ど

が出てて、 出た当座 は これで翻訳者が廃業 になる とかの言われ方が され ま したが、全然 そ う

い う甘い ものでは な くて、業界 では、優秀 な翻訳者 ほ ど敵対的な意識 を持ちま した し、今 で

もまだ、そ うです。 「こんな ことをして、俺の仕事 の邪魔 をす るな」 とい う言 い方 をす る人

が多 いです ね。私 ど ものサ ー ビスはコ ンピュー タ支援翻訳 サー ビス、つ ま りCATS(Com-

puter Aided Translation Serviceと い いま して、勝 手 に付 け たんですが。そ うではな くて、人

間の、優秀 な翻訳者の優秀 な武器 として使 えばいいわけです よ。感覚的には昔 の鉄砲 が生 ま

れる前の、刀 とか槍 の名人 ・達人 に鉄砲 を持 たせ ると、 「こんな卑怯 なものが使 えるか」 と

いう感覚があった と思 うんですが、それに近い と思 います。ですか ら、敵対 的な存在 と して

認定す るのではな く、 自分 の武器 として使 いこなす、 そ うい うイ ンターフェースを もてる人

材 を育 てない限 り、機械 翻訳の世界 は広 が らない と本 当 に思 いま した。

                                (つづ く)
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研究機関紹介 (株)エ イ ・テ ィ ・アール 自動翻訳電 話研 究所

 (株)エ イ・ティ・アール自動翻訳電話研究所は、基盤

技術研究促進センターと民聞企業(現 在約130社)の 共同出

資により、1986年4月 に発足した。このプロジェクトは、

自動翻訳電話システムを中心とした異なる言語間の通信を

実現するための要素技術の研究 ・開発を目的とする。その

構築を目指して、音声認識、言語翻訳、音声合成の各要素

技術について蕃磯研究を進めている。このプロジェクトは

7年 聞の時限であり、来年度が最終年度となる。

 現在、次の研究テーマを3研 究室体制で研究している。

 (1)音 声情報処理技術の研究

①音声認識

 連続音声を高精度で認識するために、音の特徴の

 現れや推移を確率的に表現するモデルを使 う研究

 および、音声の特徴 をニューラルネッ トワークな

 どで記述する研究を行っている。これまでに隠れ

 マル コフモデル(HMM)に よる高精度音声認

 識、時間遅れニューラルネットによる大規模音声

 認識などを実現 した。 また、ファジィベク トル量

 子化などの技術 を使い話者適応方式を実現 してい

 る。

②音声合成

 翻訳内容 を自然で明瞭な音声 にするため、いろい

 ろな長さの音声単位 を組み合せて音声を作る可変

 長単位 による音声合成方式を考案 し、実験 してい

 る。また、会話の状況にあった声の調子 と話し手

 の声質を持たせた声質変換を考慮 した研究も進め

 ている。

③音声データベース

 多 くの単語や文章の音声、および多人数が発声 し

 た音声を集めている。これらのデータに、音声に

 対応 した言語情報を付与 して音声データベースの

 構築を進めている。

  (2)音 声言語処理技術の研究

④音声言語統合

 連続音声の認識には、文法などの言語情報を利用

 することが必要である。このため、HMMに よる

 音素モデルとLR構 文解析 を融合 した効率のよい

 連続音声認識手法(HMM-LR)を 考案 し、有

 効性を高めている。また、音声認識 と言語処理の

 最適なインターフェースについても研究を進めて

 いる。

⑤音声言語翻訳

 話 し言葉の翻訳では、伝えるべき客観的な内容 と

 意図やニュァンスを表す意図内容 をわけて翻訳す
9

 る意図伝達翻訳方式の具体化 を行っている。日本

 語話 し言葉に特有な断片的な表現や省略にも、 う

 まく対応 している。

⑥ 日英音声言語翻訳実験システム

 音声認識処理 と言語処理を融合 した自動翻訳電話

 のシステム構成技術 を研究するために、連続音声

 認識(HMM-LR)と 意図伝達翻訳方式 と音声

 合成 を結合 した日英音声言語翻訳実験 システム

 (SL-TRANS)を 構築 し、実験を進めてい

 る。 このシステムは、 日本語の音声を認識 し、英

 語に翻訳 して合成音声で出力する。実験を通じ、

 自動翻訳電話 を実現するための具体的問題点を探

 り、研究にフィー ドバックしている。

⑦言語データベース

 大規模な対話文のデータベース(言 語データベー

 ス)を 構築するために、模擬電話対話などから対

 謡文を収集 し、それに単語の情報や英訳情報など

 を加 え、データベース化を行っている。

(3)高 度対話処理技術の研究

⑧高度対話翻訳

 詣の流れに沿った適切な慣用的な言い回 しや、状

 況にあった表現を作 り出すことを目的に、日本語

 と英語の対訳表現を大量に用意して、変換処理を

 重視 しながら適切な表現を作 り出す新 しい変換導

 の対訳用例翻訳方式 について実験 を進めている。

⑨文脈処理技術

 対話の翻訳では、省略表現や、文脈を考慮 して、

 対話状況に従 った意味を考える必要がある。その

 ために、 「何 が今話題になっているか」などの状

 況を捉え、対話の内容 をシステムが理解で きるよ

 うにする。このような理解のために、プラン認識

 に基づいた対話理解の研究をしている。 さらに、

 プランを使って相手が次に話す内容 を予測する実

 験 も進めている。

⑩音声 ・言語融合並列処理

 自然言語を認識する過程で、入力言語の認識系 と

 言語解釈による知識構成系 とが互いに補い合うよ

 うなモデルが考えられる。再帰型 ニューラル ・

 ネ ットワークにより非記号的な認識系 を構成 し

 て、非記号系 と制約伝播 ネッ トワークの記号系 と

 を統合す る実験を並列処理計算機上で進めてい

 る。

       (言語処理研究室 室長 飯田 仁)
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MT技 術 早 わか りシ リーズ

第2回 形態素解析

 第1回 で述べられました様 に、通常、翻訳過程は

入力 された文の解析、変換操作、訳文生成の大きく

3段 階に分 けられます。解析の結果に基づいて生成

が行われますので、入力文解析のフェーズが一番重

要だと言えます。今回は解析 フェーズの中の最 も基

本的部分である形態素解析 について述べたいと思い

ます。

Q:形 態 素 とは何 で す か?

A:文 を構 成 す る最 も基 本 的 な単位 とな る文 字 列 の こ

 とで 、 い わ ゆ る単 語 や変 化 語 尾 な どを言 い ます 。

 た と えば 、 "studying"は``swdy"と "ing"の2

 つ の 形 態 素 か らな って い ます。 同様 に、"boys"

 の"boy"と s.,、 "faster"の"fast"と

  "er"、 "worked"の"work" "ed"な どはす べ

 て 形 態 素 で す 。 日本 語 の 場 合 は 、 "遊 ん だ"の

  "遊 ん(ぶ)"と"だ"、"形 態 素解 析"の"形

 態素"と"解 析"、"御 見 舞 い"の"御"と"見

 舞 い"、"人 間 的"の"人 間"と"的"、"超 能

 力"の"超"と"能 力"な ど が そ う で す 。

  "studyP'や"boy"、"人 間"の よ うな独 立 して

 用 い られ る も の を 自 由 形 態 素 、"ing"や"ed"

 の よ うにそ れ だ け を独 立 して用 い る こ との で きな

 い もの を拘 束 形 態 素 と言 い ます。 また 、拘 束 形 態

 素 に は"ing"、"ed"の よ うな 単 語 の屈 折(や

 活 用)に 係 わ る屈 折 接 辞 や"ness"、"的"な ど

 の よ うに異 な った 意 味 、機 能 を もつ 語 を派 生 させ

 る派 生 接 辞 が あ り ます。

Q:形 態 素解 析 とは ど う い う解析 で す か?

A:入 力 され た 原文 を形 態 素 に き っ ち り と分 解 し、各

 形 態素 の機 能(品 詞 、意 味 な ど)を 定 め る こ とで

 す 。形 態 素 とそ の機 能 が正 し く認定 され な い と、

 文 の構 造 が 正 し く把 握 で き ませ ん の で、 正 しい翻

 訳 は で き な いの で す。 つ ま り、形 態 素 解析 は翻 訳

 過程 の 最 も基本 的 で 重 要 な段 階 な ので す 。

Q:形 態 素 解 析 で は何 が 問 題 とな るの で す か?

A:ま ず 、 基 本 的 な 問題 と して どの様 な もの を 形 態 素

 と考 え る か と い う こ と が あ り ます 。 た と えば 、

  "hopefully"と か"形 態 素"と い った 文字 列 を1

 つ の 形 態 素 と し て そ の ま ま 登 録 す べ き か 、

  "hope"+"ful"+"1ジ や"形 態"+"素"と

 い う風 に分解 し、 そ れぞ れ を形 態 素 と して登 録 す

 る か と い っ た 問 題 で す 。 分 離 し て 扱 う場 合 、

  "hope"、"ful"、"1ジ 、"形 態"、"素"の

 それ ぞ れ に対 して与 え た情 報 か ら"hopefullジ 、

  "形 態素"と い う ま と ま りに対 す る適 切 な情 報 が

 導 出 され な けれ ば な り ませ ん。 この様 な導 出 の 一

 般性 の あ る ルー ル が作 れ な けれ ば、 これ らを1つ

 の 形態 素 と して扱 わ ざる を得 な い わ けで す 。 これ

 らの例 で は"望 む ら くは"や"morpheme"と い

 う訳 語 は ひね り出 せ そ うに もあ りませ ん か ら、 い

 ず れ も1つ の形 態 素 と して 扱 うの が よ さそ う で

 す。 特 に 日本 語 の場 合 は、 漢字 とい う造 語力 の強

 い 表 意 文 字 が 使 わ れ て い る こ とや 、 語 と語 が ス

 ペ ース で 区 切 られ な い、 な どの事 情 で 形態 素 を設

 定 す る 問題 は か な りや っ か いで す 。 形 態 素 か ら

 句 、 句 か ら文 へ と段 階 的 に文 が構 成 され て い る と

 考 え、構 成 にか な り明 らか な法 則 が 設 定 で きる事

 が機械 処 理 で は望 ま しい こ とです 。従 っ て、 こ の

 様 な法則 化 を可 能 とす る よ うに形 態 素 を採 用 す る

 とい う こ とに な ります 。 (それ で も、無 論 、 法 則

 に は多 くの例 外 が避 け られ ま せ ん が …)

Q:そ の他 には どん な問 題 が あ ります か?

A:言 語 に よっ ては 語 の屈 折 等 が 相 当複 雑 な も の も

 あ ります 。 日本 語 で の音 便 変 化("行 く"→

 "行 った"、"飛 ぷ"→"飛 ん だ"な ど)も そ

 うで す が 、屈 折 の際 、 文 字 の削 除 、 挿 入 な どと

 い った ス ペ ル の変 更 が伴 う事 が あ ります 。 こ の

 様 な 場 合 、 表層 上 の文 字 と辞 書 に登 録 され て い

 る形 態 素 文 字 列 と にず れ が 生 じ、 単 な る文 字 列

 照合 で は 事 が す ま な くな ります 。 た とえ ば 、 英

 語 で も"big"→"bigger"、 "fly"→"flies"

 な ど見 られ ます が 、 言 語 に よっ て は この様 な 変

 化 が複 雑 多 様 で 、 形 態 素解 析 が複 雑 にな る 場 合

 が あ る の で す 。 また 、独 語 の よ うに 日本 語 同

 様 、 複 合 語 が か な り 自由 に作 られ る 言 語 で は こ

 れ らを基 本 的 な 単 語 に分 離 す る 問題 もあ り ま

 す 。 そ れ か ら、辞 書 に登 録 され て い な い形 態 素

 (単語)が 入 力 され た際 、 ど うす る か とい う問

 題 もあ ります 。 単 語 を す べ て網 羅 して辞 書 に登

10



JAMT ジ ャ ーナ ル

19921 No.4

 録することは不可能ですから、未登録語があっ

 てもこの部分が未登録語だろうという判断がで

 き、(そ の品詞 ぐらいは推定 されて)翻 訳が続

 行 される事が必要となります。

Q:形 態素解析はどの様に行われるのですか?

A:形 態素解析では基本的に2種 の資源が使われま

 す。1つ は形態素辞書、他の1つ は形態素か ら

 語、句が構成される法則系です。辞書の見出し語

 と入力された文の文字列 との間の文字列照合を行

 い、法則に照らして辻褄の合 うものを形態素とし

 て認定することによって解析のあいまいさを減ら

 すことが処理の基本 となります。形態素の切 り出

  しが行われたら、辞書の内容 と上の法則等から

 語、句の機能が明らかになり、これが次に続 く構

 文解析 フェーズに渡 されるわけです。

Q:日 本語では、どんなルールを使 うのですか?

A:日 本語は前述 した様 に単語間にスペースを置か

 ず、べた書きされる事が多い訳ですが、欧米語の

 単語や前置詞句 に相当する構文上の単位 として

  「文節」 という小 さな句を考える場合が多いので

 す。1つ の文節は名詞、動詞などのいわゆる自立

 語のうしろに助詞、助動詞などの付属語が結合 し

 たものですが、これらの形態素のつなが りにはか

 なり強い制約があります。この制約、つまり2つ

 の形態素間の接続の可否を法則 として用いるのが

 一般的です。これに文節の末尾に来る形態素が文

 節末尾 として適当であるか否かのルールを加えて

 接続検定行 うのです。無論、活用に関する接続の

 可否も考慮 されます。一般に、文節の付属語とし

 て``なければならい"、 "かもしれない"、 "に

 おける"、"に よって"な どの長単位表現を1つ

 の形態素 として採用する 「拡張文節」の考えがよ

  く用いられます。前述のようにこれらを通常の文

 法で言 う単語に分割しても巧 く訳文が求められな

 いからです。

Q:形 態素解析は具体的にはどんな方法で行われます

 か?

A:欧 米語の場合は単語分かち書きされている場合が

 多いですから、単語内の屈折、派生の構造を調べ

 る作業が主 とな ります。最近、フィンランド語の

 ような相当複雑な語形変化をする言語の形態素解

 析 を一種の有限状態 トランスデューサ(FST)
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として実現する研究が行われています。ただ、最

近はメモリー容量も余 り気にしなくて済みますか

ら、変化形も形態素として辞書登録 してしまう傾

向 もあ り、語形変化処理は余程複雑な言語でない

限 り余 り問題とされない様です。日本語のように

ぺた書きされる場合は、形態素分割の仕方に数多

くの結果がでるのが一般的で、かなりしっかりし

た解析が必要となります。機械翻訳を文書に対 し

て行 う際には(ワ ープロのかな漢字変換 と異な

り)漢 字、片仮名などの字種情報によって、ある

程度分割に目処をつける事が可能です。文節の変

わ り目はかな文字から漢字や片仮名文字に変わる

所 になる場合が多いからです。日本語ではこの様

な文字種の変わり目も考慮 しながら、入力文字列

上を文頭側から文字列照合 し、あらかじめ用意さ

れた形態素辞書の見出し語と一致すれば、次の文

字から再び文字列照合を行い、成功すれば接続検

定を行 うわけです。つまり、処理の基本は文頭側

から尺取 り虫の動きのように形態素を認定 してい

く方法が基本とな ります。照合に失敗 したり接続

検定に失敗 したら、最後 に取 った文字列候補 を

キャンセルし、もっと短い文字列で照合を再 トラ

イします。 この様 に1つ の基箪点から長い文字列

を優先 して候補を求めて行 く方法を最長一致法

(longest-match-method)と 言い、通常は上記の

ごとく、失敗 した際、後戻 り(backtrack)を して

試行 を続行 してい く縦型探索法(depth-first-

method)と 一緒に用いらます。仮名漢字変換では

仮名文字ばかりの入力なので同音異字が頻発する

ため、解析に相当多 くのあいまいさが生 じますか

ら、たとえば、文全体 として文節の数が最小 とな

る解を採用する方法や、続 く3文 節が常に最長 と

なる解 を優先的に採 りながら進めていく方法など

であいまいさを減らす処理が行われます。これは

一種の経験則(ヒ ューリスティクス)で いつも巧

く行 くわけではあ りませんが、よ く用いられ ま

す。前者は文節数最小法、後者は3文 節最長一致

法などと呼ばれています。文書を対象とするMT

では、この種のヒューリスティックスよりもむし

ろ接続検定や種々の例外処理等を相当精密に行 う

事にウエイ トが置かれている様です。

(福岡大学 工学部 首藤公昭)
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翻訳の現場から
著者の略歴

経済ジャーナリス ト。1924年 横浜市生まれ。49年 東京商科大学(一 橋大

学)卒 業後、朝日新聞社に入社。外報部長、経済部長、編集局次長などを

歴任。訳書にバグワティ 『保護主義」、ローズ 『エデンの西」、クチンス

キー 『中南米債務」 (いずれもサイマル出版会) ほかがある。

言葉の ナシ ョナ リズム

 需掌
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駈
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渡辺 敏

 「売 り言 葉 に買 い 言 葉 」 とい う。 「こん畜 生!や

りや が った な」 、 「て や ん で 。 べ ら棒 め!」 と くれ

ば江 戸 っ子 に は、 け ん か 言葉 も納 得 が ゆ く。 しか し

40年 以 上 の前 の 大 昔 、 終 戦 直 後 に初 め て大 阪 に赴 任

した と き、 ミナ ミの盛 り場 で 「お ん どれ 、 あ か ん で

え 」 、 「な に い う とん ね ん 」 と間 の び した ヤ ー サ ン

の や り と りを聞 い た 時 に は 、 ど う に も噴 き出 しそ う

で 困 っ た 。

 お 国 な ま りの けん か 言 葉 に同 じ日本 語 で も違和 感

が あ る よ う に、 翻 訳 に つ い て も国益 の対 立 が 起 こる

場 合 、 ど う も言 葉 の ナ シ ョナ リ ズ ム が 起 こ りや す

い 、 とい うの が 最 近 の実 感 で あ る。

 今 年 は"日 米 貿易 摩 擦"を め ぐっ て左 右 全 く対 立

的 な 二 つ の 翻 訳 をす る 羽 目 に陥 った 。 片 や 正 統 派 自

由 貿 易 主 義 の 米 国 業 者 た ち に よ る"米 通 商 法301

条"、 大 批 判 の サ イ マ ル 出 版 会 刊 「ス ー パ ー301

条 」 。片 や 朝 日 ジ ャー ナ ル に連 載 した、 元USTR

(米 通 商代 表 部)次 席 代 表 の グ レン ・フ ク シ マ氏 に

よ る USTR論 理 丸 出 しな が ら、 極 め て 臨場 感 に

あ ふ れ る 「日米 経 済摩 擦 の 政 治 学 」 。 お か げ で 大不

況 後 の1930年 、 高 関税 保 護 主義 時代 の元 凶 と なっ た

ス ムー ト ・ホ ー リー 関税 法 批 判 の 伝 統 を 守 る バ グ ワ

テ ィ教 授 の い わ ゆ る"縮 ん だ巨 人 症 候 群"に 悩 む米

国 貿易 政策 の右 か ら左 まで180度 、対 立 す る価 値 観 や

表 現 と格 闘 す る こ と にな っ た。 そ の 過程 で も言 葉 の

ナ シ ョナ リ ズ ム の悪 霊 が しば しば現 れ た 。

  「ス ー パ ー301条 」 の 原 題 は"Aggressive

Unilateralism"。 問題 は こ のユ ニ ラテ ラ リズ ム。 原 編

者 の ヒ ュ ー ・バ トリ ッ ク 教 授 と押 し問答 の 揚 句 、

「強 ま る 一 方主 義 」 と意 訳 した が、 一 方 主 義 な ど と

い うの は本 来 の 日本 語 で は な い。 も と も と こ のユ ニ

ラ テ ラ リ ズ ム 、 自由 貿易 全盛 の19世 紀 中 葉 の英 国で

「ほ か の 国 は どん な保 護 政 策 を とろ う と、 英 国 は 自

由 貿 易 の ユ ニ ラテ ラ リ ズ ム」 とい う他 人様 に ご迷 惑

を か け な い 一 方主 義 だ っ た。 と ころ が1988年 米 通 商

法301条 、 ス ーパ ー301条 に象徴 され る現 代 ア メ リカ

の ユ ニ ラ テ ラ リズ ム は 「不 公 正 、不 合 理 、 不 当 な ど

の価 値 判 断 を一 方 的 に判 断 し、 ガ ッ ト(関 税 貿 易 一

般 協 定)な どの 国 際 規 範 は 無視 して 一 方 的 に報 復 す

る 」 とい う逆行 ユ ニ ラ テ ラ リズ ム 。 だ か ら 自 由貿 易

を指 向 す る 教授 た ち は 「法 の支 配 を ジ ャ ン グ ル の法

則 と強 権 に置 きか え た。 そ の底 には対 日恐怖 に よ る
"日 本 た た き"が あ る」

、 「外 国 を 判 定 す る の に米

国 自 身 が 判 事 と陪 審 員 を 兼 ね る ユ ニ ラ テ ラ リ ズ

ム 」 、 「米 国 の ル ー ル に従 っ て ゲ ー ム を しな い の な

ら、 お も ち ゃ は と りあ げ て お うち に帰 る ぞ 、 とい う

脅 迫」 、 「米 国 だ け が打 席 に立 て る 一 方 的 な ル ー ル

の 野球 」 と一 斉 に批 判 して い る 。 「ユ ニ ラ テ ラ リズ

ム とい う よ り もは や 独 善 主 義(Self righteousness)い

う学者 もい る。 実 体 は この訳 に近 い が 、 た た か れ る

側 の訳 語 と して はせ め て 「独 断 主 義 」 まで は行 きた

い と ころ だ 。外 務 省 な ど も訳 語 に困 った ら し く、 専

らユ ニ ラテ ラ リズ ム の片 カ ナ を使 っ て い るが 、 時 に

は 「一 方 的 主義 」 の 迷 訳 まで 現 れ た 。

 そ の ユ ニ ラテ ラ リズ ム を体 現 す るUSTRの 主 張

をふ りか ざす グ レ ン ・フ ク シマ 氏 の 方 は、 日系 三 世

の 日米 両 国 に事 情 通 と して 、 た しか にユ ニ ー ク。 お

役 人 出 身 の 弁 護 士 兼 ビ ジ ネ ス マ ン だ け に 言 葉 も慎

重 。例 え ば 半 導 体 ダ ン ピ ン グ問 題 につ い ての 報 復 関

税 賦 課 に つ い て も、 た だ 「関税 」 と書 くだ け で 、

「報復 」 は使 わ な い 。訳 語 で は何 回 か 「報復 関税 」

とつ けて み た が、 在 京 の フ ク シマ 氏 、 丹 念 に ゲ ラを

見 て 、 一 々 直 して くる。

 ナ シ ョナ ル ・イ ン タ レス トが か ら む 場 合 に限 ら

ず 、 日本 語 の あ い ま い さ と そ の 裏 に ひ そ む 便 利 さ

は、 最 近 の渡 辺 外 相 の 「深 く反 省 」 の訳 に も現 れ

た。 ワ シ ン トン ・ポ ス ト紙 の 「リモ ー ズ(悔 恨)」

か、 ニ ュ ー ヨー ク ・タ イ ム ズ紙 の 「セ ル フ ・リ フ レ

ク シ ョ ン(自 省)」 か 、 難 か しい と ころ だ が 、 日本

語 訳 の方 も、 漢 字 素 養 の深 か っ た明 治 の先 覚 者 た ち

の苦 心 を も う一度 「反 省 」 す る必 要 が あ りそ う だ。

これ こそ機 械 翻 訳 に は任 せ て お け な い し、 い つ まで

も 「一 方 的主 義 」 で は 困 る。

t2
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FROM THE BATTLEFIELD OF TRANSLATION

Profile

Satoshi Watanabe

  Satoshi Watanabe is a journalist specializing in economics. He was born in Yokohama
in 1924. After graduating from Tokyo University of Commerce(now Hitotsubashi Univer-

sity)in 1949, he joined Asahi Shimbun. He has held such positions as foreign news editor,

economic editor, and deputy managing editor. Among the books he has translated are

Protectionism by Bhagwati, West of Eden by Rose, and Latin American Debt by

Kuczynski(all published by The Simul Press, Inc.)

Linguistic Nationalism

  When people from different backgrounds engage in verbal sparring they use language

differently. Most people would agree that if an Edokko(a native Tokyoite)says things

such as"Kon-chikusho!Yariyagatta na!"(】 ⑩ughly translated aピ'You SOB!You screwed

me over good!"), and"Teyande. Berabome!"(roughly equivalent to"What the hell are you

saying?You fool!"), he is likely in the middle of an azgument. However, when I was first

appointed to a post in Osaka more than forty years ago right after the end of World War-II,

Iheard an exchange between two stupid-looking gangsters that went like this:"Ondore
,

akande-e"("Hey you, lay off!")"Nani iutonnen!"("What the hell are you saying!"). When

Iheazd this, it was hazd for me to keep from laughing because the Osaka dialect made

azgumentative words sound comical to me.

  Recently I have felt, however, that not j ust the fighting words of different dialects in
Japanese seem so incompatible with each other. It also is easy for linguistic nationalism to

occur. In transla-tion work, for example, there sometimes arise situations in which words

are manipulated to promote the interests of countries having opposing views.

  This year, I translated two works that presented completely opposite views concerning
trade friction between Japan and the United States. One book, published by the Simul

Press, was Super 301 Provision. This book, consisting of articles written by orthodox

advocates of free trade, focuses on provision 3010f the U . S. Omnibus Trade and Competi-

tiveness Act. The other book was The Politics of U.S.-Japan Economic Frictions, written

by Glen Fukushima, former deputy-assistant U.S. Trade Representative(U .S.T.R.)for
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Japan and China, and published in the Asahi Journal. This latter book, while parroting the

logic of the U.S.T.R., also gives one insight into the inner workings of the trade negotia-

aon process.

h廿ansla血g止ese two books, I had to deal with the entire spectrum of U. S.圃e四Hcy,

which Professor Bhagwati alleges is suffering from what he calls the"diminished-giant"

syndrome. Professor Bhagwati preserves the tradition of criticizing the Smoot-Hawley

Act, which brought forth the era of high duties and protectionism of the 1930s, after the

Great Depression. In addition to having to translate both liberal and conservative views of

U.S. trade policy, I had to grapple with conflicting values and expres-sions. And even in

that process, the evil spirit of linguistic nationalism often reared its ugly head.

  The original English title of Super 301 Provision was Aggressive Unilateralism. The

difficulty in translating this title lies with the word unilateralism. After heated discussion

with Professor Hugh Patrick, one of the book's editors, I finally loosely translated the title

as Tsuyomaru Ipposhugi(strengthening one-sided-ism);but the word ipposhugi had not

previously existed in the Japanese language.

  The policy of unilateralism in international trade originally arose in England when free
trade was at its height during the mid-19th century. The English position was that regard-

less of what protectionist policies other countries took, England would unilaterally engage

in free trade and not cause trouble for other peoples.

  In contrast, however, recent American unilateralism--which is symbolized by the Super
301provision of the Omnibus Trade and Competitiveness Act that was passed in 1988--has

been criticized as a retrogressive unilateralism in which the U.S. makes one-sided value

judgments that certain practices are unfair, irrational or improper;ignores international

standards, such as those of the GATT;and unilaterally retaliates. Therefore, many scholazs

who believe in free trade have criticized this policy. In the S uper 301 Provision book, for

example, such views as the following are expressed:

  GATT properly assigns, instead[of unilateralism], a symmetry of obligations and rights,
establishing the rule of law rather than law of the jungle.(Professor Jagdish Bhagwati,

page 19)

  Even if others aze 50-percent sinners, it should be possible to establish that this is not a
ball game in which only the U.S. is entitled to bat.(Professor Robert E. Hudec, page-151)

  The unquestioned assumption[of U.S. unilateralism is]that we are right and the world is

is
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wrong--worse, that the world is unfair;the血reat【is]to take our toys and go home if the

world will not play the game our way.(Mr.-David Palmeter, attorney, page 161)

  It makes the U.S. the judge and j ury assessing a foreign country.(Associate Professor

Helen Milner, page 176)

  There are some scholars who say that rather than unilateralism, the U.S. policy is really

just an expression of self-righteousness(dokuzenshugi). Actually, Dokuzenshugi is a very

good translation of unilateralism, but the side that is being bashed would prefer to translate

that word as doku(㎞shugi(dogmatism). Apparendy the Ministry of Foreign Affl血s also

is at a loss at how to translate unilateralism, and usually writes the word in katakana(a pho-

netic form of Japanese writing. At times, however, the trouble-some ippotekishugi(one-

sided-ism)appeazs.

  Mr.-Glen Fukushima brandishes the assertions of the U.S.T.R. that embody this unilater-

alism. Being a third-generation Japanese-American who is well infonmed about both coun-

tries, he is certainly a unique person. And, as a lawyer-businessman who once was a gov-

ernment official, he is very cautious in his choice of words. For example, concerning what

many people regazd as retaliatory duties relating to the dumping of semi-conductors, he

just writes"customs duties"and does not use the word"retaliatory."In my translation, I

many times tried to use the words"retaliatory customs duties,"but Mr.-Fukushima looked

very carefully at the galley proofs when the he was in Tokyo and changed every instance to

"customs duties
."

  The vagueness of Japanese and the convenience that this vagueness affords the speaker

or writer are shown in translations of words recently used by Japan's Foreign Minister

Watanabe;for example, fukaku hansei. Translating this term is difficult. The Washington

Post translated it as"remorse,"and The New York Times translated it as"self-reflection."

It seems necessary for us to"reflect"on the pains that were taken in translating words into

Japanese by Meiji Era scholars who were very knowledgeable about Japanese chazacters.

is
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ユ ーザー紹介

パ ソコン通信 ネ ッ トワーク を利用 した機械 翻訳サ ービス

1.は じめ に

 当社 は 、技 術 資料 を は じめ カ タ ログ や製 品 取 扱 書

の作 成 ・翻 訳 な どの 専 門 会社 と して昭和52年 に設 立

さ れ ま した 。機 械 翻 訳 シス テ ム に つ い て は 、 翻 訳 業

務 合 理 化 の ッー ル と して 早 くか ら取 り組 ん で き ま し

た。 ま た 、 富 士 通 の ワー クス テ ー シ ョ ン に搭 載 され

た機 械 翻 訳 シス テ ムATLAS-Gの 導 入 コ ンサ ル テ ー

シ ョン も行 っ て い ま す 。 本 稿 で は 、 パ ソ コ ン 通信

ネ ッ トワー クを利 用 した 一 般 顧 客 向 け機 械 翻 訳 サ ー

ビ ス に つ い て 説 明 い た し ます 。

2.サ ー ビス 開 始 の きっ か け

 富士 通 で は十 数年 前 に機 械 翻 訳 の研 究 ・開発 に着

手 し、1984年 に汎 用 コ ン ピュ ー タで 動 く機 械 翻 訳 シ

ス テ ム 「ATLAS」 を発 表 し ま した。 そ の後 、1989年

に はATLASを ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンGシ リ ー ズ に搭

載 、 販 売 を 開始 し ま した 。 しか し、 ワ ー クス テ ー

シ ョ ンは 汎 用 コ ン ピュ ー タ よ りは 安 い もの の、 一般

の 方 が お い そ れ と購 入 で きる価 格 で は あ りませ ん。

そ こで 、 パ ソ コ ン通 信 を使 っ て機 械 翻 訳 シ ス テ ム を

利 用 で き る よ うにす れ ば よい とい うア イ デ ィァ が で

て き ま した 。 こ の ア イ デ ィァ に基 づ き、 富 士 通研 究

所 が機 械 翻 訳 シ ス テ ム とパ ソ コ ン通 信 との 間 を 制御

す る通信 ソ フ トを 開発 し、 試 験 的 に社 内 の パ ソ コ ン

通信 ネ ッ トワ ー ク を使 っ て 運 用 を した とこ ろ好 評 で

あ っ た の で、1990年10月 にNIFTY-Serveに て商用 運

用 を開 始 しま した。

3.従 来 の 課題

 翻 訳 需 要 の少 な い一 般 の方 に は、 高 性 能 ワー クス

テ ー シ ョン即 ち数 百 万 円 の 設 備 投 資 に加 え 、数 日間

に及 ぷ 教 育 を受 け た 専任 者 の 充 当 は極 め て負 担 の 大

き い も の で す。 また 、機 械 翻 訳 の 品質 は プ ロの 翻訳

者 に比 べ る とか な り劣 り、 シ ス テ ム の操 作 も複 雑 な

た め一 般 に は 「素 人 が 簡 単 に扱 え る代 物 で は無 い」

と も受 け取 られ て い ま した。

4.サ ー ビス の狙 い

 こ の サ ー ビ ス を始 め る まで の機 械 翻 訳 ビ ジ ネス の

経 験 か ら 「従 来 サ ー ビス の問 題 は パ ソ コ ン通信 を使

え ば克 服 で き、 一 般 の人 に も受 け 入 れ られ る」 との

確 信 を持 っ て い ま した。 折 し も、研 究 所 の 実 験 シス

テ ム を 商 用 展 開 す る プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム が 結 成 さ

れ、当社が運用を受け持つこととな りました。 しか

し、プロジェク ト内部でもなお機械翻訳の品質を問

題とする者がお り、サービス開始が危ぶまれること

もあ りました。

 けれども、翻訳品質を云々し始めるとキリがあり

ません。プロの翻訳者 とて完壁な訳がいつもで きる

とは限らないのです。そもそも、それほどに英語能

力の高い人 には機械翻訳 は不必要で しょう。 しか

し、大部分の人 はそ うではあ りません。そ うい う

人々は、たとえ品質の点で不満があっても安価で手

軽 に利用できるという点に価値を認めこのサービス

を受け入れるに違いあ りません。 「便利 で有用 な

サービスならば利用 されるはず」というのが基本ス

タンスでした。

5.機械翻訳サービスとは

 サービスの利用方法 は、翻訳 したい文書をメール

として送信 します。すると、そのメールを当社の機

械翻訳 システムが取 り込み翻訳 し、顧客のメール

ボックスに返送 します。課金情報は、翻訳結果文書

の先頭に表示 されます。機械翻訳サービスはMFTY-

ServeとASCn NETを 通 して年中無休24時 間運用 して

います。A4用 紙1枚 程度の文書ならば約10分 で返送

されます。料金は翻訳結果に課金され、和文英訳1

文字1円 、英文和訳1文 字2円 です。

 現在、機械翻訳サービスには16種 類の専門用語辞

書、テンポラリ名詞登録機能、及び文字列fき 換え

機能が付加 され、翻訳品質の向上に寄与 していま

す。

 このサービスには、以下の特徴があ ります。この

特徴は、一般顧 客には必要不可欠 ともいえる条件で

す。

①過大な設備投資が不要

 ワープロとモデムがあれば利用できます。

②s一 ザインタフェースが簡便

 パソコン通信の電子メールの送信 ・受信の手順で

 利用で きます。

③ メインテナンスが不要

 システムや辞書の改版 ・維持は不要です。

④ いつでも利用可

 年中無休で24時 間運用
                     16
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⑤低価格

 原稿用紙一枚、約800円

⑥翻訳スピー ドが速い

 原稿用紙一枚、10分 前後

6荊 用状況

 ユーザがどのような文書を翻訳 しているかは、見

ることができませんが、ユーザからの問い合わせや

連絡な どか ら、かな りの利用状況がわか ります。

ユーザ側で上手に利用 しているようです。きちんと

した翻訳にならなくても、なんとか意味が通 じるも

のになった り、辞書をひきながらやるよりも読解が

若干でも速 くなるならば、それは機械翻訳のメリッ

トだといえましょう。

 一般的な評価は、 「これまで翻訳 をす る場合 に

は、辞書を片手にウンウン捻っていたが、その手間

が省ける」というのが殆 どです。実際、年に1～2

回 しか翻訳する必要のない人は、簡単な単語でもそ

の綴 りの確認の為に何度 も辞書を引かなければなら

ず困っていたようです。

 米国勤務の顧客の声 として、 「このサービスは大

変重宝 している。日本から来た資料(和 文)を 現地

スタッフに説明する必要がある場合は、それが何で

あれ一旦機械にかけている。それを叩 き台 として説

明すると、資料が何 もない場合に比べて、半分から

3分 の1の 時間節約になる。これを、かかった翻訳

費用 と減少 した時間コス トで比較すると恐らく10分

の1に はなるだろう。た しかに翻訳品質は悪いが、

いくら翻訳品質が良 くても1週 間後に資料が出来た

のでは間に合わない場合が多い。」 とのことです。

 また、ある技術者の方からは、 「翻訳の内容は、

珍訳 もあり大笑いの場面もあったが、使えた。主語

のはっきりした日本語にして、専門用語は英語で書

いておけば、かなり使える感触 を得た。今後の米国

側 との コミュケ ーションの円滑化 には欠かせ な

い。」 とのことです。

7.ビジネスとしての評価

 当社 に続いて、日電がPC-VANで 同様のサービス

を始めました。 さらに、沖電気、ノヴァも市場参入

しました。このことは、回線経由の機械翻訳サービ

スが新 しい ビジネス として認められたということで

しょう。

 開業以来の累計翻訳依頼数は、10月 末の時点で

27,301件 とな り、現在も平均百数十件/日 の依頼を
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受けています。これは、顧客が実用に値すると判断

した結果だと受け取っています。

 機械翻訳サービスは、従来の翻訳マーケットにお

ける翻訳 とは異なり、全 く新 しいものとして顧客 に

受け入れ られました。このサービスは、プロの翻訳

者の仕事を奪 うものではな く、これまでの翻訳 ビジ

ネスでは考えられなかったような形態、例えば斜め

読み資料、下訳、辞書代 わりに利用されています。

 現在パソコン通信で主流 を占めるデータベース的

なサービスに対 して、機械翻訳サー ビスはデータ処

理を行 うサービスです。一般家庭のワープロやパソ

コンを高性能コンピュータに接続 し、これまで高性

能コンピュータを使わないとできなかったことを通

信 を通 して行えるようにしたことに意義があると考

えています。

8.今後の展開

 機械翻訳サービスは、IP(情 報提供者)と して一

人でも多 くの顧客を獲得することが最終的な成功を

もたらしましょう。その為に出来る限 り多 くのネッ

トワークに接続 したいと考えています。

 翻訳 レスポンス向上の為 ワークステーションを増

設 します。また、ユーザ辞書預か り機能、辞書引 き

機能、概要翻訳機能、FAX受 付機能などを追加いた

します。それにより、なお一層多 くの人々に機械翻

訳 に慣れ親 しんでいただくことで機械翻訳の普及に

努めたいと考えています。

 なお一方、機械翻訳システムは早晩携帯ワープロ

などに搭載 されることになりましょう。その時に

は、回線経由の機械翻訳サービスは多少衰退するこ

とになりましょうが、翻訳品質の向上 には、カレン

トリな辞書の整備 とシステムの更新が不可欠なこと

から、メインテナンスを集中化 した回線経由のサー

ビスが全 く無 くなることはないと考えています。

g.おわりに

 パソコン通信 は拡大の一途をたどっています。こ

のマーケットは、これまで全 く無かった形態のもの

であり、今後如何なるサービスが現出するか予測が

つ きません。当社はこれを最高のビジネスチャンス

と捉え、時宜に応 じて新 しいサービスを提供 してい

く所存であ ります。

(㈱富士通 ドキュメントサービス 翻訳部

     機械翻訳センター 課長 鎌田 紳二)
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会 議 報 告

NLPRS'91(シ ンガ ポ ー ル)

Natural Language Processing Pacific Rim Symposium

(NLPRS°91)が 、 シ ンガポ ールNCBビ ル で 開催 され

た 。11月22日 午 前 中 に 自然 言 語 とAIに つ い て の セ ミ

ナ ーが 、 ま た、25・26日 の両 日 に亙 り、 シ ン ポ ジ ウ

ム が行 わ れ た。NLPRS'91は 、 IPSJ(lnformation Proc-

essing Society of Japaq) とJSAIC (Japan-Singapore AI

Centre)の 後 援 に よ る もの で あ る 。 会 議 に は、10力

国(シ ン ガ ポ ー ル 、 中 国 、 台 湾 、 韓 国 、 タ イ 、 マ

レー シ ア 、 フ ラ ンス 、 イ ギ リス 、香 港 、 日本)か ら

約100名 が参 加 。 総 数52件 の 論 文発 表 が あ った 。 内 、

半 数 以 上 の27件 が 日本 か らの も ので 、 日本 の 自然 言

語 処 理 へ の 関 心 の高 さ と、研 究 意欲 が 伺 え た。 シ ン

ポ ジ ゥム セ ッシ ョ ン初 日は 、 田中穂 積 先 生 の 司 会 で

始 ま り、 野 村 浩 郷 先 生 が 開 会 の 挨 拶 を述 ぺ られ た 。

論 文 発 表 の会 場 は,2室 に分 か れ 、 文 法 解析 と ア プ リ

ケ ー シ ョン に つ い て の 事例 発 表 が1室 で 、 また 、 各

国 の 自然 言 語処 理 研 究 プ ロ ジ ェ ク トに つ い て の 報 告

が 別 室 で 行 わ れ た 。 日本 以 外 の東 ア ジ ア 諸 国 に於 け

る研 究 も活 発 で 、 興 味 深 く、 意 義 の あ る も の だ っ

た 。 台 湾 の 台北 松 下 か らは、 日本 語 一 中 国 語 機 械 翻

訳 シ ス テ ム に関 して の発 表 が あ り、例 え ば、 字 引 を

ひ く(look up)=査 、 風 邪 を ひ く(have a sick)

=患 、 線 を ひ く(draw)=書 、3を ひ く(minus)

e減 、 等 と 、 機 械 が 自 動 的 に 異 な っ た 漢 字 を 選 択 す

る 機 能 に つ い て 、 文 法 構 造 の 解 析 を 交 え な が ら の 説

明 が あ っ た 。 ま た 、 韓 国 で は 、MATES l EK(Ma-

chine Aided Translation Environment System/English to

Korean)の 研 究 が 進 め られ て い る と い う こ と だ 。 日

本 か ら は 、NTT、 ATR、 EDR、 東 大 、 東 京 工 大 、 九

州 工 大 、 日本 電 気 、 シ ャ ー プ 、 ソ ニ ー 、 富 士 通 に よ

る 発 表 が あ っ た 。

 今回、NLPRSの 会議に参加 して、

1 日本の大学、研究機関、メーカが、共に努力 し

 て多言語機械翻訳システムの研究開発を手がけ

 ること

2 日本を中心 とするアジア諸国の研究者間の協力

 体制を確立、強化すること

3 日本がリーダーシップをとり、アプリケーショ

 ンを増やす努力をすることの必要性を痛感 し

 た。

 (シャープ㈱情報システム研究所 信田 恵壱)

会議案内

1.情 報 処 理 学 会 自 然 言 語 処 理 研 究 会1992年3月(12-)13日 徳 島 大 学

2.Computer Processing of Asian Languages,12-16 March 1992, Indian Institute of Technology, Kanpur, India

 (Abstract deadline:1November 1991,Acceptance:20 December 1991)

3.MTワ ー ル ド ゜921992年3月18-19日 日本 機 械 翻 訳 協 会 東 京 テ ピ ア 会 館 皿03-5474-6111

4.情 報 処 理 学 会 全 国 大 会1992年3月18-20日 明 治 大 学

5.3rd Conference on Applied Natural Language Processing,1-3 April 1992, Trent, Italy

6.NInternational Conference on Theoretical and Methodological Issues in Machine Trar slation,25-27 June 1992,

 Montreal, Canada

7.International Symposium on Information Sciences:Natural Lanuage Under-standing and Artificial Intelligence,

 13-15July 1992, Kyushu Institute of Technology

8.COLdN'92,23-28 July 1992, Nantes, France(Paperdeadline:1November 1991, Acceptance:1March 1992)

9.中 国 情 報 処 理 学 会 大 会23-250ctober 1992, Beijing, China
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ごあい さつ

 わが国の機械翻訳 は、この数年の間に急速に実用化が進み、多数の企業か ら特色 ある機
械翻訳システムが市場に提供 され、導入ユーサ'も数百社に達 しています。また一般 の方々の関心
も高 まってお ります。この様 な情勢 に応え、機械翻訳に対する理解 と普及 を目指 し、昨

年4月 日本機械翻訳協会が発足 しました。 
このたび協会設立を記念 して、機械翻訳 に関するシンホ'ンウムと機械翻訳システムの展示デモン

ストレーション、及 びワークショッフ'からなるMTワ ールド'92を開催することにな りま した。

 本イへ'ントが機械翻訳 の普及 と理解 に役立つことを祈念 し、多 くの皆 さまのご来場をお待
ち してお ります。                   

日本機械翻訳協会 会長 長尾 真

開催概要

 機械翻訳関連:機 械翻訳システム、電子化辞書システム、電子化辞書システム

       文書作成システム、機械翻訳専門辞書等
 周辺機器:㏄R,DTP等

会場4階 会議室にて、出展 されている機械翻訳システムに関 し、各社開発担当者がシステム
概要、開発思想、翻訳得意分野等の説明 を行 い、質問に答えるワークショップ も同時開催

f'i:`7.4

会場4階 テヒ'アホールに て、3月18日(水)、19日(木)の 両 日、シンホ'シ'ウムを開催 し
ます。機 械翻 訳システムの抱 え る問題 点、効 果的活用 法、機械 翻訳 の将来展望 等 につ いて

システム開発側 と、ユーサ㌧側 とが率直 な意見交 換 を行 い ます。機 械翻訳 に係 わる多 くの方

々に とっ て有 意義 なシンポ シ゚ウムとなる よう特別 フ'ログラムを組み ま した。

懇 親 会

日 時:3月18日18:00--20:00 (有 料 》

会 場:テビ ア会 館3階 エクシσビ ションホーW

            参加 申 し込み

参加申し込み及び問い合わせ先

MTワ ー ル ド'92運 営 事 務 局

〒107 東 京 都 港 区 赤 坂8-5-32

赤 坂 山 勝 ビ ル2階(株)イ ン タ ー グ ル ー プ 内

丁'EL:03-3479-8190 FAX:03-3479-2475

参 加 費

シンポ ジ ウム:10,000円(会 員)

     20,000円(非 会 員)

展示 会 及 び ワー ク シ ョ ップの み:無料

懇親 会:10,000円(一 律)

会 場 案 内 i
テ ピ ア 会 館:(財)機 械 産 業 記 念 事 業 財 団

3階 エクシ'ピ ションホール(展 示)

4階 テピ ァホール(シ ンポ シ'ウム)

4階 会 議 室(ワ ークショッフ')

〈案内〉

7囎

＼/謎 口

胃山高校
Aoyama

 High
SChOO1

麓
蘇

 TEPIA

 i

 秩父宮ラダビー糧

 Chichibu No Miya

 競融
9Gaienmae-Sta

鎌
L

一 銀座練Glnzaしlne

 s    。、。醜 今

(住 所)〒107

  東 京 都 港 区 北 青 山2-1/

  TEL:03-5474-6111

  FAX:03-5474-6112
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シ ンポ ジ ウ ム(4階 テ ピ アホ ール)

3月18日(水)

10:00

10:30

11:30--13:00

13:00

15:00^-15:30

15:30

17;00

18:00～20:00

ごあ い さつ 長尾 真
通商産業省

日本機械翻訳協会

講演1 「JTEC PANELON MACHINE TRANSLATION報 告」

冨田 勝  慶応義塾大学

昼食

パ ネルテ.イスカッション1

   座長
パネリス ト.

「効果的文書の書 き方:一 よ りよい機械翻訳結 果を求めて一」
一制限言語の役割、研究の必要性 とその実用化等を中心 にして一

内田裕士  (株)富士通研究所

桜井恵三  (株)IBS
安藤 進  (株)十印

予定   (株)イ ンターグループ

山内千恵子 日本 アイ ・ピー ・エム(株)

休憩

ハ・ネルテ イ゚スカッション【1

   座長 ニ
パネリス ト:

終了

「MTの 効果的使用方法:一 こうすればMTは 使 える一」

」→㌧ による、機械翻訳 の効果的な活用法 、システムメーかへ の要望 を討議

岩下省吾

堂野前 進
柏原武利
鎌田紳二

古川 修
飯田博仁
江原暉将

管間光雄
湯浅美代子

(株)イ ンターグループ
長瀬産業(株)

(株)スバルインターナシ ョナル

(株)富士通 ドキュメン トサー ビス

横 河 ・ヒュー レット ・パ ッカー ド(株)

日本 コンペ ンシ ョンサー ビス(株)

NHK放 送技術研究所

ソニー(株)

(株)バベル

懇親会(3階 エクジビションホール)

3月19日(木)

09:30

豆0:30

12:30-14:00

14二〇〇

16:00

講演n 「翻訳業界の ビジ ョンに関わる機械翻 訳 と人間翻 訳」

板垣新平  (社)日本翻訳連盟

パ ネルテ゚ イスカッション[II

    座 長:

 パ ネ リス ト:

「システム評価怯」

田中穂積
牧野武則

横山晶一
中村順一

芦崎達郎
池原 悟

鳴海武史
仁井正治

東京工業大学
東邦大学

電子技術総合研究所
九州工業大学

(特)日本科学技術情報センター
日本電信電話(株)

(株)十印
凸版印刷(株)

休憩

バ ネルディスカッション[v i機械翻 訳の進 むべ き方 向」

        一メーカーの機械翻訳 シス テム開発担当者 をパネリス トとして、今後の機械

        翻訳システムの採 るべ き方向を探 る一

   座畏'
パ ネリス ト

長尾 真
田中穂積

飯田 仁
内田裕士

鈴木 等
永田淳次

平田幹人
天野真家
古賀勝夫

武田浩一

京都大学

東京工業大学

(株)エイ ・ティー ・アール自動翻訳電 話研 究所

(株)富士通研究所
シャー プ(株)

沖電気工業(株)

日本電気(株)

(株)東芝

(株)ノヴァ
日本 アイ ・ピー ・エム(株)

閉会

4階会議室
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鯛 会員の声

★ 「JAMTジ ャーナル」について

一 声 一

・良 く編集 されていると思 う。翻訳機のハー ド購入代金、リース代、システムの価格 を具体的に掲載 して

 欲 しい。

・契約関係の翻訳 を(英 →日、日→英)し ているが、現在、開発 ・販売 されている機械で、 どの程度のレ

 ベルの翻訳が可能か知 りたい。
・機械翻訳は、科学技術翻訳が先行 しているように思えるが、法律、経営、税務、契約等の翻訳が機械で

 スムースに行われるよう協会でプッシュして欲 しい。

                                     (翻訳家 久保 泰朗)

一 一

・No .3. P 7の ワープロミスプリント(8ヶ 所)を 「解読」するのが面白かった。

・私の翻訳 もこれに劣 らず ミスだらけではないかと身につまされた。

・開発側 とユーザ側間の現場 レベルでの意見交換(討 論)と 相異の本質の解析等の記事を希望。

・第四世代、第五世代MTシ ステムへの展望といった基本的姿勢を確定 し、丁寧に気長にゆっくりと進める

 必要があるのではないか。勿論常に改訂を行いつつ。

                                     (翻訳家 市原 公祐)

☆P7の ミスには編集委員会一同、凝然 としてしまいました。ご寄稿戴いた早良氏はもとより会員の皆様

 にも深 くお詫び申 し上げます。

一 戸 一

・有益 な記事が多 く満足 している。

・差 し支えない限 り、実用化 している翻訳文書の種類、例 えば○○のマニュァル、株式情報等の掲載を希

 望。
・翻訳協会主催の翻訳フェァSCAT'92」 のような催 しは?

・貴協会で対象とするのは、MTい わゆる大企業開発のハー ド・ソフ トと思うが、個人翻訳者で も入手可能

 なPC用OC-TRANSER-EJ、 或いはEJ・BANKの ようなソフト及び入力に重要なOCRソ フ トとスキャナーの

 問題は別 もの?

                                     (翻訳家 田辺 良夫)

☆ アンケー トに ご協力 いただ き有 り難 うござい ました。 当協会 では本 年3月18、19日 にAMT

 ワール ド'92Jと 称 す る講演、 シンポジウム、機械翻訳 システムの展示会 を開催 の予定 です。

 (本号 に も掲載)改 め て御 案内 いた しますの で是非 ご参加 ください。
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広告掲載のお願 いについて

広告掲 載 に御協 力 をお願 いいた します。

受付 は申込順 に させ て戴 きますので ご了承 くだ さい。

☆広告料金 ・寸法

ス ペ ー ス

料金

寸法

天地

左右

表2

1色1P

60,㎜ 円

257㎜

ism

1色1/2P

30,000円

110mm

145mm

後付

1色1P

30,㎜ 円

225mm

145mm

1色1/2P

15,000円

110mm

145mm

1色1/4P

7500円

SOmm

145mm

申込方法

御社のPRを 兼 ね て.inrn'rジ ャー ナ ル

への広告掲載 を検討 して頂 きた く、

お願 い申 し上 げ ます。

原 寸版 下 をお送 りくだ さい。

締切 日

発刊前 月(隔 月)の30日 。

鮮 響郵鯵
日本 機 械 翻 訳 協 会

〒107東 京 都 港 区 赤 坂7-2-17-305

TEL(03)3497-4396
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事務局通信

委員会開催報告

11月28日

12月2日

12月4日

12月10日

12月19日

(木)

(月)

(水)

(火)

(木)

システム評価研究会(第1回 横山WG研 究会)

第6回 二s一 ズレター編集委員会

システム評価研究会(第1回 牧野WG研 究会)

第7回 運営委員会

システム評価研究会(第2回 横山WG研 究会)

日本機械翻訳協会

日本機械翻訳協会

日本機械翻訳協会

日本機械翻訳協会

日本機械翻訳協会

14:00--16:00

14:00--16:30

13:30-15:30

10:00～12:30

14:00-r16:00

お詫びと訂正

IAMTジ ャーナルNo.3に 以下の誤 りがありました。お詫びして訂正させて戴 きます。

P7掲 載 「翻訳の現場から」

  ・筆者の略歴  (1989年 から現職。国際問題に関する訳書多数。以上脱稿)

  ・本文13～14行 目 イギャX人 ジャーナヤXト →イギリス人ジャーナリス ト

    23行 目   翌チた→頼 った

    25行 目   図書ル巡 り→図書館巡 り

    26行 目   北京ツ話→北京官話

    38行 目   装マわらず→相変わらず

    39行 目  オヤWナ ル→オリジナル

    42行 目  オヤWナ ル→オリジナル  エヤcイ ン→エリツィン

    54行 目   獅驕B→ 至る。

    65行 目  ナショナヤYム →ナショナ リズム

  ・会員名簿の誤植(敬 称略)

    誤→正

    菊地 浩三 三島市若葉台→三島市芙蓉台

    野浩 浩郷→野村 浩郷

    和田 充男 藤井寺市道名寺→道明寺 7r7,0720-38-8224→0729-38-8224

    首藤 公照→首藤 公昭

☆大変失礼いた しました。他 にも間違いがあ りましたらご指摘下さい。
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国
☆ 以下の会員 の住所が次 の とお り変更 とな りま した。

安藤 進

岩津 英子

春 遍 雀 来

㈱ バベル

〒101 千代 田区猿 楽町2-2-3NSピ ル

国
☆新会員をご紹介 します。

・法人会員

日本情報科学研究所㈱

〒162 渋谷区神宮前6-19-16越 一 ビル902

・個人会員

馬 為民

佐久間征夫

開道哲 三郎

稲田 知子

吉田 薫子

小坂 晃

川野 俊明

JAMT ジ ャ ーナ ル

  1992.1 No.4

1ELO3-3295-2306

1ElO3-3498-3801
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麟 轡 を広げた`、延 〃
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専門分野別英語講座で、

専門知識、専門用語を学習しなガら

翻駅の腕を磨きましょう/

一MTエ ディットも学 べ ます一

★ コンピュータ英語か ら原f一力英語 まで★

   ガニュアイ英語講座

コンピュータ英語クラス/電 気・電子英語クラス/

機械 ・機器英語クラス/化 学 ・石油英語クラス/

医学 ・薬学英語クラス/鉄 鋼 ・金属英語クラス/

原子力英語クラス/建 築 ・土木英語クラス

日本機械翻訳協会法人会員 ◆詳しい資料無料進呈

創立20周年
シュリーマン学専グループ

郷鞭羅翻 嘉難
    電 話03-3355-267B  F似.03-3355-1174

膨 諺 のある方にテ縁"
器・・

■

.毒 商 ●

◇ 言 語:30数 力 国 語

英語 ・ドイツ語 ・フランス語 ・スペイン語 ・

ポル トガル語 ・ロシア語 ・中国語 ・韓国語 ・

イラン語 ・トルコ語 ・アラ ビア語 ・ペルシア

語 ・北欧諸国語 ・東欧諸国語 ・イタ リア語 ・

タイ語 ・ベ トナム語 ・トルコ語 など

◇ 分 野:68部 門680分 野

コンピュータ ・農林 ・水巌 ・バイオ ・医薬 ・

海洋開発 ・宇宙開発 ・原f一力 ・資源開発 ・造

船 ・石油 ・繊維 ・鉄鋼 ・半導体 ・航空機 ・自

動車 ・精密計測機器 ・医療機器 ・公害 ・住宅・

金融 ・証券 ・契約taiなど

1MTサ ー ビス実施1

創立20周 年
シュリーマン学専グループ

◆ トライアル随時受付中

国際文化科学技術翻訳研究所
〒160東 京都新宿区三栄町25ボ ナフラワービル2F

電話03-3355-1168  FAX.03-3355-0270




